

























































































の差について、Wilcoxon の符号付き順位検定を有意水準 5 %未満で行った。因子分析と信頼
性の検討は、在宅での養育に対するとらえ方について分析した。
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表 1 　調査対象者の属性

































































Item-Total 相関は0.3以下の 2 項目を削除し、0.324〜0.695であった。固有値 1及びその減少率
を基準に因子数を規定し、主因子法、プロマックス回転を行い、因子負荷量0.35以上を採択基
準とした。最終的に29項目からなる 4 因子が抽出され、累積寄与率は49.88% であった。
Cronbachα係数は全体で0.929、各因子は0.707〜0.891の範囲であった（表 2）。
　【因子 1：子どもや私・家族に合わせたケアへの自信】は、子どもの体調の判断や対応に関
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